
大
谷
大
学
図
書
館
の
書
庫
の
中
で
、
雑
然
と
山
積
み
さ
れ
た
ま
ま
長
い

間
放
置
さ
れ
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
文
献
が
、
こ
の
度
よ
う
や
く
調
査
整
理
さ

れ
、
そ
の
目
録
が
、
大
谷
大
学
図
書
館
か
ら
「
西
蔵
文
献
目
録
」
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
本
目
録
に
よ
っ
て
、
文
献
の
分
量
は
約
四
千
百
本
余
（
ｚ
ｏ
．

］
８
日
ｌ
匡
］
Ｅ
）
に
も
及
び
、
量
的
に
は
、
世
界
に
誇
り
得
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
も
内
容
的
に
は
、
所
謂
、
蔵
外
文
献
（
チ
↑
、
ヘ

ッ
ト
大
蔵
経
に
所
収
さ
れ
な
い
チ
ゞ
ヘ
ヅ
ト
撰
述
の
文
献
）
と
い
わ
れ
る
も

の
が
そ
の
殆
ん
ど
で
、
す
で
に
周
知
さ
れ
て
い
る
北
京
版
と
ナ
ル
タ
ン
版

と
の
二
大
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
を
所
蔵
す
る
大
谷
大
学
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に

新
ら
た
に
チ
署
ヘ
ッ
ト
文
献
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
が
公
表
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
大
谷
大
学
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
に
と
っ
て
、

世
界
的
に
貴
重
な
資
料
を
保
有
す
る
佛
教
文
献
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ

と
の
存
在
意
義
が
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
本
目
録
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
概
略
は
、

す
で
に
、
本
学
の
稲
葉
正
就
教
授
に
よ
っ
て
「
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の

蔵
外
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
つ
い
て
」
（
「
大
谷
学
報
」
、
第
四
八
巻
第
三
号
）

と
し
て
、
ま
た
本
学
の
片
野
道
雄
氏
に
よ
っ
て
「
大
谷
大
学
所
蔵
の
蔵
外

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

「
西
蔵
文
献
目
録
」

（
○
画
画
き
唱
昂
ａ
弓
号
①
国
口
三
ご
○
尉
穴
の
｝
冷
巨

旨
○
国
日
ご
口
弓
①
『
望
耳
巨
一
員
閏
ご
）

小

川

一

乗

文
献
」
（
「
日
本
西
蔵
学
会
食
報
」
、
第
一
七
号
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
本
目
録
の
完
成
に
よ
っ
て
明
確
に

な
っ
た
内
容
の
数
量
的
な
面
を
簡
単
に
紹
介
す
る
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

そ
し
て
蛇
足
な
が
ら
、
本
目
録
の
編
纂
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
を
よ
ろ
こ

ぶ
協
力
者
の
一
員
と
し
て
、
私
的
な
経
過
報
告
を
付
記
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。本

目
録
の
内
容
は
四
部
か
ら
成
っ
て
い
つ
ｇ
第
一
部
「
チ
、
ヘ
ヅ
ト
に
お

け
る
刊
行
物
」
（
目
号
の
菌
己
も
匡
昌
ｏ
凹
武
○
口
』
ｚ
○
．
己
ｇ
子
く
巨
認
ｅ
と
、

第
二
部
「
中
国
に
お
け
る
刊
行
物
」
（
。
〕
旨
の
印
の
甸
口
目
３
茸
ｇ
］
》
ｚ
ｏ
．

ご
認
］
１
山
隠
忠
）
と
の
チ
ベ
ッ
ト
撰
述
の
も
の
に
間
す
る
二
部
と
、
第
三

部
「
イ
ン
ド
撰
述
の
経
論
」
（
シ
９
房
目
○
口
具
、
目
国
の
営
（
尿
留
首
‐
儲
、

Ｚ
。
．
届
患
？
Ｌ
閨
司
）
と
、
そ
れ
に
第
四
部
「
ウ
メ
体
の
も
の
」
（
シ
Ｑ
）
』
‐

旨
ｏ
は
○
邑
旦
冨
閉
．
旨
ロ
ウ
ロ
ョ
呂
陣
国
冒
》
ｚ
○
．
扇
弓
？
く
匡
］
Ｅ
）
で

あ
る
。第
一
部
の
「
チ
ベ
ヅ
ト
に
お
け
る
刊
行
物
」
は
、
全
書
物
（
９
日
三
目
の

零
○
房
”
）
と
単
行
物
（
め
①
冒
『
貝
①
言
○
富
）
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
、
全
書
物
は
二
四
種
一
四
二
一
本
に
及
び
、
そ
の
内
容
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

１
野
目
算
函
ロ
犯
唱
ョ
弓
（
Ｚ
。
．
ｇ
ｇ
］
ｌ
Ｓ
ｇ
ｇ、

２
目
め
○
口
］
応
茸
騨
も
四
（
ｚ
ｏ
．
』
つ
つ
つ
つ
７
４
胃
Ｓ
餌
）

３
口
目
目
騨
叶
目
の
声
①
口
（
ｚ
ｐ
』
臼
監
Ｉ
ぢ
ぢ
望

診

４
三
匡
扇
初
輌
。
号
ユ
、
①
ざ
ぬ
い
（
与
己
ざ
闘
騨
コ
ョ
○
（
罰
。
．
ご
函
。
↑
ｌ

』
Ｃ
画
②
函
）
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５
口
己
皀
盲
目
昏
胃
へ
ｚ
Ｃ
．
ｇ
患
い
ｊ
く
ち
胃
ｅ

／

、

６
ご
昌
昌
岸
自
国
目
へ
Ｚ
。
．
Ｓ
い
『
司
り
Ｉ
ぢ
い
『
酸

〆

、

７
ロ
巴
巴
医
目
い
ぐ
員
へ
ｚ
ｏ
．
Ｓ
』
ご
り
く
ご
鵠
ｅ

〆

８
屯
四
国
○
宮
③
旨
旨
目
ｐ
Ｈ
へ
ｚ
○
．
己
閉
デ
ム
ｓ
ご
）

〆

９
弓
四
口
．
巳
扇
口
匿
昌
四
員
（
ｚ
○
．
呂
圏
つ
り
く
ぢ
認
Ｓ

ｍ
弓
騨
国
○
屋
①
ロ
盲
目
騨
胃
員
（
ｚ
○
．
己
闇
宇
ｉ
ご
舌
ｅ

、
局
四
国
昌
届
昌
冨
目
四
月
ぐ
（
ｚ
Ｃ
．
］
呂
臼
リ
ム
呂
麗
）

哩
恒
窟
冒
Ｑ
ご
琶
息
の
？
］
］
邑
己
陰
宮
ａ
Ｃ
型
①
閂
（
ｚ
Ｃ
，
己
麗
苧
ｔ

』
Ｃ
、
④
○
）

喝
唇
］
騨
旨
Ｑ
ご
く
息
が
言
胃
己
ご
窪
言
巳
Ｃ
儲
意
国
富
Ｃ
↑
Ｓ
匿
宇
く

ｈ
ｑ
ｄ

４
Ｊ
ｏ
ｏ
ユ
ノ

岸
こ
民
心
ト
』

似
望
①
旨
画
弓
豐
騨
旦
己
沙
巨
凰
○
昼
①
（
ｚ
○
．
旨
忠
や
ｔ
巨
白
撃

卜
。

、

巧
５
，
秒
回
の
丙
園
四
門
巳
も
Ｐ
官
己
○
且
①
（
ｚ
○
．
巨
臼
や
く
己
９
ｓ

塒
尻
５
口
凰
巳
匡
伊
目
色
己
品
旦
ぴ
騨
口
匡
○
胃
騨
回
（
ｚ
○
．
巨
畠
？
ｔ

旨
］
Ｃ
吟
心
）

〃
ロ
ヮ
閨
四
儲
の
筐
〕
二
ｍ
島
ご
陰
巨
巨
Ｃ
唱
○
“
（
ｚ
○
．
旨
置
？
ｔ
巨
急
巴

鵡
曽
冒
』
ご
Ｐ
Ｅ
匡
匡
匡
宅
Ｃ
）
ｇ
き
び
二
℃
昌
唇
ご
琶
Ｃ
Ｈ
．
（
ｚ
Ｃ
，
旨
Ｓ
？
ｌ

胃
』
胃
嵩
切
一，

四
ｃ
５
ｍ
屏
嵩
侭
罵
二
七
Ｃ
三
Ｃ
冒
騨
一
●
］
宮
賃
自
賃
匿
旨
周
嘩
『
畠
Ｅ
履
冒
Ｅ

Ｑ
も
臣
ず
い
四
目
宅
Ｃ
（
ｚ
ｏ
．
』
巨
屋
１
く
巨
屋
巴

釦
駒
５
ケ
国
四
コ
〕
の
瀞
め
房
曾
昌
尼
騨
『
沙
ず
侭
閨
四
ｍ
Ｑ
も
己
岸
）
詞
騨
コ
も
○

（
ｚ
ｏ
．
』
巨
置
ｌ
巨
麗
臼、

虹
戸
ｇ
菌
］
〕
侭
鷺
↑
冠
⑦
跨
唖
巨
○
冒
員
〕
言
冨
］
〕
鷺
一
宮
自
侭
Ｃ
二
頁
）

（
ｚ
Ｃ
，
巨
鵠
？
く
］
届
認
）

躯
ご
ざ
嶌
呂
砂
Ｒ
Ｅ
唱
戸
号
胃
一
宮
己
○
二
①
（
ｚ
○
．
巨
函
馨
ｊ
Ｉ
匡
麗
空、

器
禺
○
骨
砥
品
罵
一
』
冒
嚴
冒
旨
（
ｚ
Ｃ
．
、
巨
麗
や
ｊ
４
巨
き
と、

型
の
⑦
品
蕨
冒
照
派
（
ｚ
ｏ
息
Ｅ
Ｓ
Ｉ
匡
烏
ら

単
行
物
は
、
佛
教
関
係
の
も
の
三
四
四
本
（
ｚ
ｏ
岸
匡
隠
ｌ
巨
夢
ｅ
と
、

佛
教
関
係
以
外
の
も
の
（
伝
記
、
歴
史
、
文
法
、
そ
の
他
）
二
五
本

（
嵐
○
虐
弓
３
１
旨
麓
ｅ
で
あ
る
。

第
二
部
の
「
中
国
に
お
け
る
刊
行
物
」
も
、
第
一
部
と
同
様
に
大
別
さ

れ
、
そ
の
中
、
全
書
物
は
九
種
三
四
九
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

１
陣
○
コ
買
い
皆
〕
⑩
鴫
昌
）
も
○
（
ｚ
ｏ
・
旨
認
巳、

２
吋
Ｐ
ｐ
ｏ
ｐ
の
巨
医
冒
浄
目
へ
ｚ
○
．
巨
聡
や
．
ｋ
ご
＄
巴

／

、

３
門
ｃ
四
回
の
屍
〕
国
旨
（
ｚ
ｏ
．
］
岳
Ｃ
Ｃ
ｊ
Ｌ
己
詞
）、

４
伊
○
”
国
牒
望
湧
目
一
己
国
営
且
○
ご
①
（
溺
○
・
冒
弓
巳

５
国
］
Ｏ
ｇ
Ｐ
ｐ
冨
冨
匡
宅
四
宮
境
四
吋
己
国
民
豐
四
ロ
ロ
も
巴
ず
間
四
．
宅
○
（
Ｚ
（
）
．

』
』
④
「
『
７
４
］
』
・
』
胃
）

６
団
旨
ず
圃
段
。
庁
巴
冒
昌
戸
琶
凰
日
の
（
ｚ
○
．
届
臼
や
Ｌ
曽
望
）

７
圃
冒
ご
肘
昏
口
』
）
巨
胃
冒
匡
び
（
ｚ
Ｃ
．
届
〕
『
、
り
く
］
唾
い
つ
聖
、

８
碗
炭
旦
）
一
碩
冨
一
再
壱
一
Ｃ
門
盾
昌
Ｅ
Ｃ
境
炭
Ｃ
唇
巳
Ｅ
二
Ｃ
（
ｚ
Ｃ
ゞ
雇
い
Ｃ
嘩

ｉ
ｔ
胃
障
画
い
、
）

９
口
ｍ
ｏ
ｐ
旨
口
目
置
屋
昌
毛
Ｃ
ず
烏
巳
ご
凶
旦
〕
昼
粋
。
ご
酔
己
（
ｚ
○
．
届
隠
巴

単
行
物
は
、
佛
教
関
係
の
も
の
一
九
三
本
（
ｚ
ｃ
届
鴎
？
と
腱
隠
）
と
、

佛
教
関
係
以
外
の
も
の
（
伝
記
、
歴
史
、
文
法
、
そ
の
他
）
四
○
本
（
Ｚ
（
）

届
怠
甲
Ｌ
陰
馬
）
で
あ
る
。

以
上
の
二
部
（
チ
、
ヘ
ッ
ト
撰
述
に
関
す
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
既
刊
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本
目
録
の
綿
纂
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
数
年
前
に
、
稲
葉
教
授

の
要
請
を
受
け
て
、
私
と
当
時
大
学
院
生
で
あ
っ
た
杣
川
隆
道
氏
と
が
協

力
者
と
な
り
、
こ
れ
ら
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
調
査
整
理
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
当
初
に
眼
に
し
た
チ
尋
ヘ
ッ
ト
文
献
は
、
そ
の
殆
ん

ど
が
古
新
聞
に
よ
っ
て
一
束
ご
と
に
束
ね
ら
れ
て
、
書
庫
の
一
角
に
山
積

さ
れ
て
あ
っ
た
。
一
瞥
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
分
量
と
も
思
え
ず
、

大
し
て
困
難
な
仕
事
で
は
な
い
と
の
印
象
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
仕

事
に
着
手
し
て
、
古
新
聞
の
束
を
幾
つ
か
棚
い
て
見
た
と
き
、
そ
の
印
象

は
吹
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
一
束
一
束

が
必
ず
し
も
一
つ
の
整
然
と
し
た
所
謂
一
函
で
な
く
、
諸
本
を
寄
せ
集
め

て
一
束
に
し
て
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
バ
ラ
バ
ラ
な
諸
本
が
混
然
と
束

ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
判
読
困
難
な
ウ
メ

の
諸
目
録
（
「
西
蔵
撰
述
佛
典
目
録
・
蔵
外
東
北
目
録
」
、
「
東
京
大
学
所

蔵
チ
ベ
ッ
ト
文
献
目
録
」
、
、
鼻
己
ｃ
唱
①
９
月
○
百
国
Ｅ
烏
Ｃ
９
号
Ｒ
旨
］

呉
局
旨
①
雷
邑
乏
Ｃ
烏
切
ｇ
〕
皆
碆
ｃ
与
剰
）
と
も
参
照
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
ナ
ン

バ
ー
が
註
記
さ
れ
て
い
る
し

第
三
部
の
「
イ
ン
ド
撰
述
の
も
の
」
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
刊
行
物

三
八
八
本
（
ｚ
ｃ
Ｌ
醒
露
ｌ
届
謡
ｅ
と
、
中
国
に
お
け
る
刊
行
物
三
二
五
本

（
ｚ
Ｃ
、
］
膀
留
Ｉ
屋
弓
巴
で
あ
る
。
既
刊
の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
目
録
（
「
西

蔵
大
蔵
経
総
目
録
・
デ
ル
ゲ
版
東
北
目
録
」
、
「
西
蔵
大
蔵
経
総
目
録
・
北

京
版
大
谷
目
録
」
等
）
の
ナ
ン
バ
ー
、
及
び
漢
訳
（
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
）

の
ナ
ン
バ
ー
も
、
可
能
な
限
り
註
記
さ
れ
て
い
る
。

第
四
部
の
「
ウ
メ
体
の
も
の
」
は
九
二
九
本
で
あ
る
。

体
（
草
書
）
の
も
の
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
も
の
、
表
題
の
部
分
が
欠
け
て

い
る
も
の
、
等
賓
が
多
く
あ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
実
の
と
こ
ろ
暗
然

と
し
た
気
持
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
可
能
な
限
り
整

理
す
る
と
い
う
こ
と
で
仕
事
が
始
め
ら
れ
た
。

私
は
、
ワ
肖
旨
凹
昌
〕
・
胃
冒
の
宝
性
論
釈
（
本
目
録
ｚ
○
．
邑
匡
巴

や
、
爵
呂
匡
畠
冒
の
入
中
論
釈
（
本
目
録
ｚ
ｃ
．
ご
巨
己
を
重
要
な

参
考
書
と
し
て
い
る
自
分
自
身
の
研
究
の
上
か
ら
、
特
に
宝
性
論
釈
の
方

は
東
洋
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
書
写
し
た
と
い
う
苦
労
の
思
い
出
や
、
入
中

論
釈
の
方
は
校
正
に
充
分
な
信
頼
の
お
け
な
い
北
京
版
し
か
見
て
い
な
い

ス
Ａ
プ
ン

と
い
う
事
情
も
絡
ん
で
、
自
然
と
全
書
物
の
方
に
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。

全
書
物
は
各
束
が
き
ち
ん
と
し
た
一
伽
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
殆
ん
ど
で

あ
る
の
で
、
古
新
聞
の
一
端
を
破
っ
て
中
を
覗
い
て
み
て
は
、
全
書
物
と

推
量
さ
れ
る
束
ば
か
り
を
取
り
出
し
て
逐
次
調
査
整
理
を
す
る
と
い
っ
た

身
勝
手
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の
研
究
に
関
係
の
あ
る
一
函

を
手
中
に
し
た
と
き
は
、
何
と
も
形
容
し
が
た
い
感
慨
を
持
っ
た
の
を
憶

え
て
い
る
。

調
査
整
理
が
す
す
み
、
一
応
の
終
り
が
近
づ
い
た
段
階
で
、
こ
れ
ら
の

チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
目
録
作
成
と
い
う
こ
と
が
、
図
書
館
の
事
業
と
し
て
具

体
化
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
目
録
編
纂
事
業
の
た
め
に
、
そ
れ
に
専
門
的

に
従
事
す
る
図
書
館
嘱
託
と
し
て
片
野
道
雄
氏
が
迎
え
ら
れ
、
事
業
が
強

力
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
実
務
的
な
仕
事
は
片
野

氏
を
中
心
に
押
し
進
め
ら
れ
、
こ
こ
に
本
目
録
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
片
野
氏
の
苦
労
は
、
協
力
者
の
一
人
と
し
て
時
に

は
相
談
を
受
け
た
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
同
氏
の
苦
労
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の
一
端
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ウ
メ
体
（
草
書
）
の

も
の
や
不
鮮
な
印
刷
で
判
読
の
困
難
な
も
の
、
ま
た
表
題
の
部
分
の
欠
如

し
て
い
る
も
の
等
煮
の
調
査
整
理
に
思
い
あ
ま
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
東

洋
文
庫
に
依
頼
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
研
究
員
国
鮠
且
邑
僅
日
め
い
四
四
目
筋
目
）

冒
昏
騨
印
耳
曽
ロ
胃
四
国
胃
』
弓
冒
ヴ
冨
菌
ロ
園
冨
褐
晶
ｍ
の
諸
師
の
協
力

を
得
た
と
き
の
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
。

現
在
、
大
谷
大
学
図
書
館
の
書
庫
に
入
る
と
、
か
っ
て
は
雑
然
と
山
積

み
さ
れ
侯
に
ま
み
れ
て
い
た
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
文
献
が
、
整
然
と
配
置
さ
れ
、
真

新
し
い
箱
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
感
無
量
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
願

わ
く
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
、
こ
の
ま
ま
書
庫
の
中
で
惰
眠
を
む
さ
ぼ
る

こ
と
な
く
、
存
分
に
活
用
さ
れ
研
究
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
本
目
録
の
真
の

完
成
と
い
う
。
へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
研
究
者
の
続
出
せ
ん
こ

と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。

終
り
に
、
本
目
録
は
、
諸
本
の
内
容
が
す
尋
へ
て
明
確
に
さ
れ
た
上
で
の

目
録
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
一
応
の
目
録
で
あ
っ
て
幾
多
の
難
点
を
残

し
た
ま
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ウ
メ
体
（
草
書
）
の
文
献
を
、
第
四
部
と

し
て
一
括
し
て
し
ま
い
、
内
容
に
つ
い
て
何
ら
の
分
類
を
し
て
い
な
い
点

な
ど
が
そ
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
に
は
、
表
題
が
解
読
さ
れ
て
い

な
い
も
の
も
残
存
し
て
い
る
し
、
本
目
録
に
は
ど
う
し
て
も
掲
示
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
端
本
も
少
し
く
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
目
録
に
は
多
分
に
表
題
の
誤
写
（
あ
く
ま
で
も
原
本
に
忠
実
に
と
心
掛

け
た
の
で
あ
る
が
）
、
整
理
上
の
不
備
等
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
表
題
名
や
作

者
名
等
の
索
引
の
完
成
を
ま
っ
て
改
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
Ⅱ
下
、
稲
莱
教
授
に
よ
っ
て
、
表
腿
の
和
訳
が
遂
行
整
理
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
木
目
録
の
不
備
や
誤
謬
が
補
填
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
が
待
た
れ
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
大
谷
大
学
図
書
館
刊
、
Ｂ
五
版
、
非
売
品
）
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